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インド人が何を考えているかを知る気もなく, インドの文化について何の関心もないのに,
日本人は何となく日本が仏教国であるような気がするのか, 日本とインドが文化遺産を共有
するのではあるまいかとぼんやり考えています｡ もしそうなら, 世のムジャウ (無常) を貴
ぶ文化, ムガ (無我) の境地を求める文化がヒマラヤの彼方にもあったことになり, そこで
は人が死ぬとみなブツ (佛) になり, それどころか草や木もジャウブツ (成佛) したことに
なりましょう｡ そして, サハリ (障) ゆえに, 罪深い女が責められ蔑まれていたことになり
ましょう｡
本当にそうなのか, あるいはそうでないのか｡ 日本人は確かめようとさえしません｡ すべ
ては薄ぼんやりしたままです｡ 自分たちの文化の重大な局面について, 好奇心がまるで欠け
ているかのようです｡ こういうわけで,“アジアは一つ”というありふれた命題についてさ
え, これを口にすることはあっても, その真偽を判定することができません｡ ｢アジア｣ の
中で日本文化を位置付けることができないのです｡
日本文化の位置付けさえできないのであれば, 日本で国際文化学が学問として成り立つこ









いるからです｡ このような欠陥は罪と見なされ, 誰のせいでもなく, 女自身が責任を負うし
かないと言われました｡
このことは仏教文献に出典根拠があると日本人は信じていました｡ しかしながら, 女の心に
固有の欠陥について, 仏教文献のテキストには何の記述も見られません｡ その代わり, ブッ










せん｡ 心は消えることがなく, いつまでも機能し続けます｡ インドの心は死んだ身体を離脱
して, 今まで縁もゆかりもなかった人間の女, または動物の雌の体内にはいり込み, セック
スが行われるのを待ちます｡ 男または雄から出た精液一滴と女または雌から出た血液一滴が
合体すると, その瞬間に待機していた心はそれに侵入します｡
こうして新しい胚が発生し, それが次第に成長して, やがて体外に出て出産となり, 新し
い生涯が始まります｡ 新しく心が宿った身体も, やがていつか死にます｡ そして, 心はさら
に次の身体に移動します｡ この ｢心の移転｣ のプロセスはいつまでも繰り返され, 止まるこ
とがありません｡ 人間や動物が親から受け継ぐのは身体だけで, 心は親以外の者から受け継






次の生涯に持ち越されるものは, 心が関与した ｢行い｣ の結果です｡ 人間または動物が何
かの ｢行い｣ をしますと, その度にエネルギーが発生します｡ このエネルギーは心の最も深
い部分に蓄えられます｡ ｢行い｣ の結果として生じたエネルギーを最深部に蓄えたまま, 心
は次の身体に移動するのです｡ 次々と心が移転するうちに, このエネルギーはいつか現象化
します｡ 人間や動物が送る数多くの生涯で, 心は数え切れないほど多くの ｢行い｣ に関与し,
｢善い行い｣ あるいは ｢悪い行い｣ を選択します｡ このような ｢行い｣ の結果が未来の生涯
で ｢報い｣ として現れるのです｡ ｢善い行い｣ には ｢幸せな報い｣ が現れ, ｢悪い行い｣ には
｢辛い報い｣ が現れます｡ これが ｢行いと報いの対応法則｣ です｡
この ｢行いと報いの対応法則｣ からは逃れようがありませんし, 善いことをしようと思い
つつ人間は誰もついつい悪いことをしてしまいますから, 心に蓄積されたエネルギーがいつ











停止しようとします｡ ｢究極の真理｣ に到達して, 死と共に心が機能しなくなれば, ｢究極の
解放｣ が得られ, 苦しみの生涯が繰り返されることはもうありません｡

















は二つの局面があります｡ 知恵を磨いて ｢究極の真理｣ を完全に理解すること, これが一つ
目の局面です｡ そして, 自分の準備だけに専念するのではなく, 他人が準備をするのを助け
ること, これが二つ目の局面です｡
チンパンジーの身体は, ブッダになる準備をする上でかなり不利です｡ 大脳の言語中枢が
発達していませんので, ブッダの教えを聞かされても, 反応することがありませんし, ｢究






1) 『首楞嚴三昧經』, 『大正新脩大藏經』 15, p. 635: 身業隨口 口業隨意
｢すべての動物はみなブッダになる｣ にしても, どの動物でも直ちにブッダになるという
わけにもいかず, やはりその前に先ず人間の身体に心が移ることが考えられます｡ 人間の身
体に移らないことには, ｢ブッダになる決心｣ をするのもままなりません｡ そうはいっても,
望ましいからといって, 次の行き先を心が勝手に選ぶことはできず, どのような身体に移転
するかは, ｢行いと報いの対応法則｣ によって自動的に決まります｡ ブッダになる準備がし
やすい身体に心が移るには, ｢善い行い｣ をしなければならないのです｡
ナメクジウオ程度の身体に次々と心が移動して, 百兆回や千兆回ほど生涯を繰り返したと
ころで, 一回でも ｢善い行い｣ ができそうもありません｡ しかしながら, ひょっとして千兆
一回目に偶然に ｢善い行い｣ らしいことをしないとも限りません｡ 万一そういうことがあっ














という名前のブッダがいる ｢ブッダの国｣ (佛國土) へ行きますと, 女の身体に特有の苦痛
と不快から逃れることができます｡ 女たちにとりまして, そこは理想の環境であり, 出産に
かかわる障害から解放されて, 心置きなくブッダになる準備に集中できます｡
諸の[阿佛刹の]妊身の女人, 皆安隠に産む2)｡





2) 『阿佛國經』 上, 『大正新脩大藏經』 11, p. 753: 諸妊身女人 皆安隠産
3) ibid., p. 756: 阿佛刹女人 妊身産時身不疲極
4) loc. cit.: 亦無有臭處悪露
から逃れることができないのです｡ 『阿佛國經』 には, 続いて“[阿佛刹で,] 盲者, 
るを得｡ 聾者, 聴くを得5)”という言葉が見えます｡ 妊娠して子供を産むことは, 視覚や聴
覚に障害がある場合と同じように大きな苦痛でありまして, この世で女の身体をとった場合








みて身に在れば, 衆患, 一に非ず｡ 其の生るる時に及べば, 大苦
痛を受け, 命も自ら保たず｡ 是の故に, 女人, 應に女人の身に厭離を生ずべし6)｡
悪阻でひどく苦しんでいたり, 出産で疲労困憊していては, はるか遠い未来の目標を目指
して努力する気になりません｡ 女の身体をしていると, 月経や妊娠や出産に伴う不快感と苦
しみがあります｡ これが ｢女の身体に特有の不利な点｣ であり, そのせいでブッダになる準
備がはなはだ滞ります｡
もっとも, ブッダになる準備を進めている間なら, このことは大した問題ではありません｡
何しろ準備期間は (3×1052)×(432×107) 年もあるのですから, そのうちたかが数十年の生
涯などほとんどゼロに等しい長さです｡ それどころか, 百兆回や千兆回くらい女として生ま














さて, 『法華經』 のインド本 『サッダルマプンダリーカ』 では, 第11章の末尾に近い箇所
に ｢サーガラの娘｣ という興味深いエピソードが見られます｡ ナーガの王サーガラには八歳
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Ｂ 八歳の娘がブッダになった話
5) ibid., p. 753: 盲者得 聾者得聴
6) 『轉女身經』, 『大正新脩大藏經』 14, p. 919: 於九月中懐子在身 衆患非一 及其生時 受大苦痛 命不
自保 是故 女人應生厭離女人之身
の機敏な娘がいて, 『サッダルマプンダリーカ』 を教わったところ, たたまちのうちに ｢究
極の真理｣ を我がものとして, ブッダになりました｡ これはめったにない驚くべき出来事で
ありました｡
海の底にあるナーガの国から帰って来たマンジュシュリーは, 指導の成果を報告し









なったことがない｣ と言って, 娘の主張を退けようとしました｡ すると, サーガラの
娘は自分の身体に女の器官が消えて男の器官が生じているのを見せました7)｡
女の身体をとったまま, 女という不利な身体に心が宿ったまま, ブッダになることはでき
ません｡ シャーリプトラが問題にするのは, 今たまたま女の身体をとっている以上, サーガ
ラの娘が直ちにブッダになるはずがないということです｡






時点では, もはや女の身体をとっていないのです｡ このエピソードの主旨は, 女の身体をと
ったままブッダになれることを示すことにあるのではありません｡
果てしなく長い準備期間が, ここでは極端に短い時間に圧縮されているのです｡ この異常
な速度こそ, シャーリプトラが怪しんだ点であり, これが ｢サーガラの娘｣ の主題になって
います｡ この異常な速度をもたらしたのは, この経典の恐るべき力でありました｡ そのこと
を示すことこそ, ｢サーガラの娘｣ の主旨でありました｡
『サッダルマプンダリーカ』 で, サーガラの娘が ｢究極の真理｣ を会得したことに疑念を
抱くシャーリプトラは, ｢女の身体のままでは就けない五つの地位｣ に言及します｡ テキス








, ed. Kern & Nanjio, St.-, 1909, pp. 261266.
う意味の文があり8), その直後の文に女が就いた前例のない五つの地位が挙げられます｡
クマーラジーヴァ (鳩摩羅什) は, 406年に 『妙法蓮華經』 という表題でこの文献の中国
語訳を出しました｡ そこで問題の文は“女人身有五障”(女人の身に五障有り) と訳されて
います9)｡ ｢五つの地位に就くことはない｣ という意味の表現は, ｢[五つの地位に就くには,
それぞれ差し支えがある｡ これを合わせると]五種の差し支えがある｣ という意味の表現に
変わっています｡ そして, 元の文にはない“身”が加えられています｡ 身体に言及している
ことは, インド人読者にはわざわざ言うまでもないことですが, ｢行いと報いの対応法則｣
に親しみのない中国人読者には, 念を押しておく必要があったのです｡







ガであり, わずか八歳の子供です｡ 最澄が言うには, ナーガは人間ではありません (畜生)
からブツになれません｡ そして年少でありますからブツになれません｡
當に知るべし｡ 此の文, 難成の趣を明らかにし, 怪力の用を顕はす｡ 六趣の中, 是
れ畜生の趣なり｡ 不善報を明かにす｡ 男女の中, 是れ則ち女身なり｡ 不善機を明かに
す｡ 長幼の中, 是れ則ち少女なり｡ 不久修を明かにす｡ 然りと雖も, 妙法蓮華の甚深
微妙の力, 具に[智と徳の]二嚴用を得｡ 明かに知る｡ 法華の力用, 諸經中の寶にして,
世に希有なる所なる10)｡
最澄の立場から見ると, サーガラの娘は三重にブツになることが困難なのです｡ このよう
に最もブツになれそうもない者がブツのなれたのは, ひとえに 『妙法蓮華經』 に内在する超
自然力のお陰です｡ そして, そのような奇跡の 『妙法蓮華經』 を依り所とする最澄の天台宗
は, 他の宗派とは比べようもない絶対無比の存在なのです｡
龍女, 成佛して, 化す所, 巨多なり｡ 法華の力, 今日已に顯れたり｡ 一切の衆會皆
悉く見ることを得｡ 是の故に, 黙然信受す｡ 他宗所依の經には, 是の如きの信受無し｡
天台法華には, 是の如き信受有り｡ 身成佛, 化導の義, 寧ろ他宗に勝れざらむや11)｡
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Ｃ1 仏教の体系が眼中にない最澄
8) op. cit., p. 264: 	
		

9) 鳩摩羅什, 『妙法蓮華經』 4, 『大正新脩大藏經』 9, p. 35.
10) 最澄, 『法華秀句』, 『傳教大師全集』 3, p. 261: 當知 此文明難成趣 顕怪力用 六趣中 是畜生趣 明
不善報 男女之中 是則女身 明不善機 長幼中 是則少女 明不久修 雖然 妙法蓮華甚深微妙力 具得二
嚴用 明知 法華力用 諸經中寶 世所希有
インドで想像されたナーガは美しい顔をしていて, 身体の大部分は人間ですが, 末端部の
みが蛇です｡ 心優しくて賢く, シャーキャ-ブッダが 『妙法蓮華經』 を説いた時, 人間たち
や神々とともにいくつかのナーガがいました｡ ブッダの教えが理解できるのです｡ 仏教で伝
えられるナーガは, ブッダになる準備が困難な ｢畜生｣ ではありません｡ サーガラの娘は特
に優秀で, 誰よりも記憶力と理解力に優れ, この上なく憐れみ深く, 真理を会得しようとす
る強い意志がありました｡ このナーガ娘に可能であったからといって, そこいらを歩き回っ






最澄が言うには, 人間以外の動物の身体をとっていたのでは, ゼンゴフ (善業) を重ねる
ことが容易でなく, ゼンゴフの究極的な報いとしてのジャウブツが困難です (不善報)｡ こ
のように, 人間以外の動物はジャウブツが困難な存在 (難成趣) です｡ しかしながら, 最澄
によりますと, 『妙法蓮華經』 に潜在する超自然力が発動すれば, 人間以外の動物もそのま
まの姿でジャウブツできます｡ 仏教では人間以外の動物がブッダになる準備をすることさえ
でききませんが, 最澄が言うにはそのままの姿でブツになれるのです｡
最澄によれば, 年少者は修行を始めてから年月が経っていないので (不久修), 長い修行
を要するジャウブツはできません｡ ｢年少者はだめ｣ ということは, ｢年とってからなら大丈
夫｣ ということですから, 最澄の考えている準備期間は一つの生涯の中での話で, せいぜい
数十年のことです｡ 仏教で考えられているのは, ３×1052回も宇宙が生滅を繰り返す時間で
すから, 最澄の念頭にあるのとはスケールがまるで違います｡ 最澄の考えているジャウブツ







ということです｡ チクシャウはチクシャウの身体のままで, 女は女の身体のままで, そして
子供は子供の身体のままでジャウブツが可能なのです｡
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11) ibid., p. 267: 龍女成佛 所化巨多 法華之力 今日已顯 一切衆會 皆悉得見 是故黙然信受 他宗所依
經 無如是信受 天台法華宗 有如是信受 身成佛 化導之義 寧不勝於他宗哉
12) 最澄はこの語を中国の湛然から借りたようです (『法華文句記』, 『大正新脩大藏經』 34, p. 314)｡







｢心の移転｣ を前提とする仏教では, 今たまたま女の身体をしていても, 未来の生涯に期














は仏教文化圏にいません｡ 仏教で女の身体は不利と見なされていますが, ｢心の移転｣ が前









っていてはならない｣ という意味ですが, ｢心の移転｣ に縁がない文化の中に育った最澄に
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Ｃ2 インド文化を接合しようがない日本文化
13) 鳩摩羅什, 『大智度論』 56, 『大正新脩大藏經』 25, p. 459: 女人可得作佛 非不轉女身也
とりまして, 今の人生が終わった時にブツになれなければ, それですべてはお仕舞いです｡
日本人にとりましては, 女にブツになる差し支えがあるとすれば, もう救いようがないわけ





ろが, ｢心の移転｣ が視野にない最澄にとりまして, ｢同じ心が違う性や違う種の身体に移っ
て当たり前｣ というアイデアは, 受け入れられるものではないのです｡
仏教でブッダになる可能性があるのは動物だけです｡ ところが, 森羅万象にタマ (靈) が
宿る日本では, 草や木もブツになります｡ さらには, 石や岩もブツになります｡ それどころ





森羅万象がブツになる中で, 人間の女だけがブツになれません｡ 『妙法蓮華經』 の イリキ
(威力) に頼れば女も絶望というわけではないにしても, 何の努力をするすべのない植物や
鉱物が自動的にブツになれるのに, 万物の中で人間の女だけが恐るべき努力をしなければな




“五障”という語が 『妙法蓮華經』 から抜き出され, サーガラの娘の伝承から切り離され
て, 日本文化独特の文脈で意味が付加されるようになります｡ このような状況ができたのは,
アミダ (阿彌陀) について語られる 『無量壽經』 が読まれるようになってからのようです｡
アミダ信仰が盛んになるにつれ, ｢再び女として生まれないようにしてやろう｣ というアミ
ダの ｢前世の決心｣ (本願) が知られるようになり, ｢サーガラの娘の話｣ が関心を引いたの
でしょう｡
『無量壽經』 を重んじて浄土教を創設した法然 (11331212) は,“障”を“サハリ”と読
んで ｢さしつかえ｣ と理解し,“過”を“トガ”と読んで ｢過ち｣ と理解します｡ そして,





そのために, 女はボンテン (梵天) やタイシャクテン (帝釋天) になることができず, マ




日本文献には“ゴシャウノ-ツミ”という表現が見られ, シャウ (障) はツミの特殊形態
とされます｡ そして, 光を遮る雲や霞に比せられて, 払うべきものと見なされます｡ さらに,
ゴシャウノ-クモ (五障の雲) またはカスミ (五障の霞) は, ツミノ-クモ (罪の雲) ととも
に, シンニョノ-ツキ (眞如の月) に対立させられました｡
あらあさましや, あの者をうち殺さんも恐ろしや, さなきだに, 女は五障の罪深き
にとて, 涙を流し給ひける16)
われも五障の雲晴れて, 眞如の月の影を, 眺め居りて明かさむ17)｡
｢懴悔に罪の雲消えて, 眞如の月も出でつべし｡｣ ｢五障の霞の晴れ難き, 春の夜の
ひと時, 胡蝶の夢の戯れに, いでいで (さあさあ) 有様見え申さん18)｡｣
“サハリ”という語は“ツミ”という語と交替可能でありました｡ そして蓮如によります
と, ｢五障の女質｣ は ｢悪逆の凡夫｣ と並ぶべきものでありました｡ 五つのシャウのせいで,
最悪の犯罪者と同じ扱いを受けることになったのです｡
阿彌陀如來コソ, ヒトリ无上殊勝ノ願ヲヲコシテ, 悪逆ノ凡夫, 五障ノ女質ヲハ,
ワレタスクベキトイフ大願ヲハオコシタマヒタリ19)｡
古代の日本には“サンジュウ”(三從) という言葉が知られていました｡ これは中国文化
圏に由来し, 子供の時は父に, 結婚してからは夫に, 年をとってからは息子に, 女は一生を
通じて三人の男に服従しなければならず, 常に ｢自由｣ がないとされます｡ この“サンジュ
ウ”が“シャウ”と組み合わされて,“ゴシャウ-サンジュウ”という表現が作られました20)｡
外から社会規範として女に課せられるサンジュウと女の心に内在するゴシャウとが並列され
て, 女のフカキ-ツミの原因とされたのです｡ サンジュウもゴシャウも, 女にとって逃れら
れない宿命と考えられたのです｡
十方世界に女人有る處には, ち地獄有り｡ ……しかのみならず, 内に五障有り,
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14) 法然, 『無量壽經釋』, 『昭和新修法然全集』, pp. 7576: 女人過多障深 一切處被嫌
15) ibid., p. 76: 天上天下尚賤生死有漏果報 無情生滅拙身不成 何況佛位哉 申有憚思 有恐
16) 『御伽草子』, 『日本古典文学大系』 38, p. 200.
17) 『三井寺』, 『日本古典文学大系』 41, p. 390.
18) 『舟橋』, 『日本古典文学大系』 40, p. 136.
19) 蓮如, 『諸文集』 101, 『真宗史料集成』 2, p. 222.
20) 『超日明三昧經』 に, 女の身体をしていてはブッダになれない理由として, ｢五事礙｣ と並んで ｢三
事隔｣ が挙げられ,“少制父母 出嫁制夫 不得自由 長大難子”と言われます (竺法護, 『超日明三昧
經』, 『大正新脩大藏經』 15, p. 541)｡“不得自由”とは言われますが, 罪であるとは見なされません｡
この部分は, 『妙法蓮華經玄賛』 にも引用されています (loc. cit., p. 817)｡
外に三從あり21)｡




ても, あわてることはありません｡ ｢心の移転｣ が信じられているインドでは, 時間が無限
にあるのです｡ それに, 欠陥があると言われているのは, インド人から見れば取り替えのき
く身体であり, 取り替えのきかない心ではありません｡ この ｢不利な点｣ があるからといっ
て, 逃げ場がないほど女が追い詰められているわけではないのです｡
ところが, 日本の女には逃げ場がありません｡ ゴシャウは逃れようのない宿命であり, 人
間の力ではどうにもなりません｡ そして, ｢心の移転｣ と無縁の文化圏では, 未来の生涯に
期待することはできず, 一時的に機能する身体と永遠に機能する心を区別することがありま
せんので, 身体に限られる ｢不利な点｣ を想定することができません｡
こうして, たまたま今の身体に認められる ｢不利な点｣ は, 逃れようのない心の欠陥に変


















21) 法然, op, cit., pp. 7576: ……十方世界有女人處有地獄……内有五障外有三從
22) 『平家物語』, 『日本古典文学大系』 33, p. 435.






















日本では安定こそ本来の状態であり, 安定の破綻は異常事態です｡ ブツになること (ジャ
ウブツ) は, タマが安定を取り戻すことです｡ 異常事態を解消して本来の安定を取り戻すの




日本語の“ブツ”が指すのは ｢鎮められたタマ｣ です｡ 人が死んだ場合に日本人が気にす
るのは, 恨みを晴らそうとしてタマが報復をする可能性です｡ これを封じるために音声呪術




25) 唯一の例外は證眞 (1130?－1207＋α) です｡ 文献根拠を欠くという理由で, そして論理的に成り
立たないという理由で, 證眞は日本オーソドクシーの ｢草木成佛｣ を見事に批判しましたが, 当時は
完全に無視されましたし, 現在も関心を寄せる人はいないようです (小林信彦, ｢證眞の日本オーソ
ドクシー批判 ―虚心に文献を読んだ研究者の見事な成果―｣, 『[桃山学院大学]国際文化論集』
33, 2005, pp. 5767)｡
岡倉天心 (18621913) は“アジアは一つ”と絶叫しましたが, その際に唯一の根拠とさ































26) 基礎知識が身についていなかった鈴木大拙 (18701966) は, 仏教文献を正確に読めず, テキスト
に記載のないことを仏教と思い込んで勝手な解釈をしています (	
,









く, ただ薄ぼんやりと何となく, みんながそう言うから, そう言っているに過ぎません｡ 日









を明らかにすることは, そのために欠かせない基礎作業です｡ そして, この作業を進めるこ
とによって, 国際文化学は学問全体に貴重な貢献することができるのです｡ 重ねて若い皆さ
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Poussin 18691937) に厳しく批判されました (The Journal of the Royal Asiatic Society of Great Britain
and Ireland, London, 1908, pp. 885894)｡
仏教の基本的な項目について鈴木が加える説明は間違いだらけです｡ 仏教と思い込んでいるのは,
実は仏教でも何でもなく, 日本文化を基にして独自に思いついたことに過ぎません｡ 仏教文献を研究
せずに仏教を論じているのです｡ それどころか, 基本的な仏教術語さえきちんと覚えておらず, 非常
にしばしば綴りを間違えているほどです｡
27) 平安時代の日本人にとりまして, テンヂク (天竺) は桜が咲き紅葉が映える国で, テンヂク人は山
で採った栗や柿, そして海で採った鮑や鰹を好んで食いました｡ そしてブッダになることに何の関心
もなく, もっぱらマコト-ノ-ココロ (誠心) を貴びました (小林信彦, ｢インド起源の話に描かれる
日本の風景と文化｣, 『[桃山学院大学]国際文化論集』 28, 2003, pp. 3976)｡ テンジクはもう一つの
日本に過ぎないのです｡
平安時代の人々の幻想の中で, テンヂク人は日本人と同じ風景を愛でて, 同じ好物を食っていただ
けでなく, 日本人と同じように考えていました｡ 仏教という異文化が眼中になかったのに, 平安時代
の人々は仏教を信じているつもりでした｡ この点に限れば, 現代の日本人にそっくりです｡ 風景や
食物のように目に見えるものについては, さすがに現代人の方が情報が豊富で, インド人が鮑や鰹を
好むとは思っていないようです｡
28) すでに100年近く前に, 鈴木大拙はド・ラ・ヴァレ・プサンから厳しい批判を受け, 研究姿勢の致
命的欠陥を指摘されましたが, これを克服しようとはしませんでした｡ それどころか, 逆にすっかり
開き直りました｡ ヨーロッパの仏教研究者が鈴木の名前を挙げることは二度とありませんでした｡
ところが日本では,“現代仏教学の頂点をなす著作”(『日本的霊性』, 岩波文庫, 表紙カバー,
1999) などという言葉で, 今でも鈴木が絶賛されています｡ そして, このように無責任な評価を見て




となりました｡ 編集委員会代表の熊田康章によると, 先行研究の検討という ｢論文に不可欠











The Japanese Saying That Women Are Sinful and Hopeless
Nobuhiko KOBAYASHI
According to the ancient Japanese, women can never be happy during their lives nor can they
get peace after death, because their minds are full of inborn defects such as jealousy, frivolity or
caprice. These defects are said to be sins, to which women themselves are solely responsible.
The Japanese ascribed the authority of this view to Buddhist scriptures. However, descriptions
of such female defects are not found in Buddhist texts. Instead, female bodies are said there to
be disadvantageous to preparation for becaming Buddhas, because of physiological phenomena
connected with generative function, such as menstruation, morning sickness and labour.
Having read a Buddhist reference to disadvantages of female bodies, the Japanese of the ninth
century mistook it for a reference to defects intrinsic to women’s minds. And the well-known
Japanese proposition, “Women are naturally sinful and therefore quite hopeless,” was thus estab-
lished to justify the Japanese society in tormenting women for more than 1000 years.
